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1. 	 最近経験した再生不良性貧血の 2例 
2. 	 Refractory anemiaの病態を呈し， 1年 6カ月後
に発症した AMLの 1例
中村博敏，吉田勢津子(成田赤十字)
喜屋武邦雄，伊藤国明，藤岡成徳
(千大) 
25歳頃より顔色不良を指摘され， 47年貧血を指摘され
た。 55年 2月精査のため当院入院。 WBC2900/mm3， 
Hb 7.0g/dl，Plt 17万/mm3，Erythroblast 3/100 WBC， 
骨髄穿刺で異型細胞(ー)，Erythroblast 31 %， Sidero-
blast 66% (Ringed formなし)。骨髄生検は過形成， 
F errokineticsで PID83min，% RCIU 79%0 VitB6， 
Fluoxy-mesteroneにも反応せず， Refractory anemiaと
して経過観察中56年10月，末梢血液に異型細胞出現。骨
髄穿刺で Myeloblast(Aulr小体(+ POD (+)) )， 
73.4%と AMLに移行したと考えた。 
3. 	 興味ある心所見を呈した悪性リンパ腫の 1例
脇田久，王伯銘，藤岡成徳
(千大)
宮崎彰 (同・ 3内科)
悪性リンパ腫による死亡者数は年々増加してきてお
り，訂正死亡率においても悪性新生物の 6位を占める疾
患となってきた。従来，悪性リンパ腫の心転移'例は約20
%にみられるが，臨床症状を呈するものはそのうちの10
%に過ぎないといわれている。しかし治療法の進歩とと
もに長期生存例が増加するにしたがい，今後臨床症状を
呈する心転移例の増加が予想される。我々は多彩な心症
状を呈し，剖検で心転移が確認された悪性リンパ腫の一
例を経験したので報告する。 
4. 	 橋本氏病に合併した悪性リンパ腫の 1例
松村竜太郎，浅井隆善，藤岡成徳
(千大)
鈴木晴彦 (同・耳鼻科)
症例， 74歳男性，昭和56年 6月前頚部腫癌により発症
し，悪性甲状腺腫の診断で 8月 6日甲状腺全摘術施行。
病理組織で橋本病に合併した悪性リンパ腫と診断され第 
2内科転科。悪性リンパ腫は反田神経，気管リングに浸
潤し，肝，ソケイ部リンパ節にも浸潤が認められ Stage 
Nと診断した。マイクロゾーム抗体25000倍，サイロイド
抗体6400倍， CRP+ESR 60/hr Hb 1O.7g/dl，CHOP-
Bleo化学療法施行し，経過順調である。 
5. 	 急性白血病の骨髄 CFU-cについて 
6. 	 消化管出血をくり返した Angiodysplasiaと思わ
れる 1例
鈴木康夫，今泉照恵，宮平守博
笠貫順二，徳政義和 (千大)
原因不明の消化管出血をくり返した67歳の女性，強度
の ASi，胃内に芋虫様隆起と出没をくり返す Telangiec-
tasisを認め大動脈に硬化性変化があり Angiodysplasia
と考えた。文献的には本症の治療は切除術が主に行なわ
れてきたが，本例の経過よりレーザー焼灼が最善と思わ
れる。 
7. 	 炎症性腹癌形成性非特異性大腸潰霧の 1例
椎名達，也，今泉照恵，宮平守博
笠貫順二，徳、政義和 (千大)
大腸内視鏡，注腸X線像にて 4年半経過観察した47歳
男性で，有頚性ポリープを合併した回盲部非特異的潰療-
の手術例を報告した。潰療は単発，円形，境界鮮明，穿
通性で，池田らの炎症性腫癌形成性非特異性大腸潰療と
同一の病変と思われた。単純性腸潰蕩，クローン病との
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文献的対比を行い併せ報告した。 
8. 	 穆原病における胃粘膜病変
今泉照恵、，宮平守博，笠員:1頂二
徳政義和 (千大)
過去 3年 7カ月のステロイド使用中腹原病78症例の 62
%に胃粘膜病変を認め， 8%に潰療をみた。びらん性，
出血性，表層性胃炎が多かった。ステロイド潰療予防に
プログ/レミドを試用，好結果を得た。ステロイド使用前
の胃粘膜病変に'蛍光抗体法を施行。免疫関与が考えられ
た。 
9. 	 反復して生検を施行した SLE3症例の検討

一血清補体価測定の有用性を中心に一
 
10. SLEにおける腎組織病型と臨床像
末石真，秋元敏佑，縄田泰史
柳沢孝夫，鏡味勝，富岡玖夫
(千大)
野崎忠信 (国立柏)
土田弘基(千葉社会保険腎内科) 
107例の SLEの64例に腎生検を行なった。ステロイ
ド投与前の症状，検査データの得られた50例では DPGN
をもっ患者に浮腫，心不全， 3.5g以上の蛋白尿，血清 
C3低値の出現頻度が高かった。生検後 1年以上経過観
察し得た27例で、は， MGNをもっ患者に再発率が低かっ
た。くり返し生検した11例では，血清 C4低値が 6カ月
以上出現のない例で生検像悪化がみられず，悪化例では
出現しており，治療のよい指標と考えられた。 
11.好酸球増多症における血清アリルサルフアターゼ
活性の測定
張月英 (遼寧省中医学院内科)
佐藤俊子，富谷百合子，富岡玖夫
(千大)
炎症組織中での好酸球活性を推定するため，好酸球の
保有する酵素である Arylsulfatase活性を好酸球増多症
患者血清をもちいて測定した。健康成人 130名の血清 
AS活性は 11.3土 3.43ugPNCfmlfhrであった。顎口虫
症の 1例では，末梢血好酸球増多がほぼ正常であるにも
かかわらず，幼虫の皮膚浸i問時に一致して AS活性の
上昇をみた。 PIE症候群の 1例では，末梢血好酸球の増
多および病態の増悪に一致して AS活性の上昇がみら
れた。 
12. アストグラフによる気道過敏性検査
田中真 (国立柏〉
岩本逸夫，板谷喬起，富岡玖夫
(千大)
斉藤陽久，吉田象二 (旭中央)
杉本和夫 (千葉市立小児科) 
Oscillation法による連続的呼吸抵抗測定装置「アスト
グラフ」を用いて，気道過敏性検査を行ない，その有用
性を検討した。 また同時に 81U1Krガスを吸入させて，
その有用性についても比較検討した。アストグラフと 
81U1Krガスを用いた吸入誘発試験は， ほぼ同程度の感
受性を示した。メサコリン及びアセチlレコリン吸入誘発
試験において，疾患別による気道過敏性の差異や薬剤の
効果判定を調べる上で，アストグラフが有用であること
が確かめられた。 
13.難治性高脂血症による血管合併症の進展について
斎藤康，白井厚治，佐々木憲裕
篠宮正樹，森崎信尋 (千大)
村野俊一，松岡信夫 (J!I鉄)
いかなる治療法によっても目的とする効果の得られな
い高コレステロー/レ血症を分類し，その予後について検
討した。これらは 400mg/dl以上あるいは治療によっ
て300mg/dl以上から 260mg/dl以下あるいは 260mg/dl
以上から 220mgfdl以下に治療できる症例であることが
分類できた。 
14.千葉県下の漁村及び農村における血紫脂肪酸構成
と血小板機能
平井愛山，寺野隆，田村泰
(千大)
浜崎智仁 (国立佐倉)
佐二木順子(千葉県衛生研究所〉
魚、脂中に多く含まれる W-3多価不飽和脂肪酸のエイ
コサベンダエン酸 (EPA)には抗血栓作用があるが，こ
れは人体内には合成系がなく食事での摂取量に左右され
る。我々も千葉県下で，魚の，即ち， EPAの摂取量の
明らかに違う漁村，農村を選ひ¥血中の EPAfAA(ア
ラキドン酸)， 血小板凝集能を調べた所， 漁村では有意
に EPA/AAが増加し，血小板凝集能はr低下していた。
しかし漁の摂取量が1980年に比し 2/3となった1981年で
は， EPA/AAは，低下し凝集能もやや充進した。
